
世界には、一度たりとも旅行に
行く欲求を感じない都市というの
があって、わたしの場合、たとえ
ば最初に思いついた場所をいう
と、ネーピードーである。

ど
こ
ま
で
も

広
大
な
暗
闇

に
、
ぽ
っ
か
り

と
浮
か
ん
だ

小
さ
な
青
い

球
体
が
、
音

も
立
て
ず
に

回
転
し
て
い

る
。

旅は、格闘技のようなモノかも
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
ん
に
ち
は
。
よ
う
こ
そ

お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「で
は
始
め

よ
う
か
」

ピ
ア
ス
を
開
け
る
と
運

命
が
変
わ
る
っ
て
話

を
聞
い
て
、
こ
れ
ま

で
に
両
耳
合
わ
せ
て

十
二
個
の
ホ
ー
ル
を

開
け
た
。

思い返せば、
20代は挫折の
連続だった。

ぢかもしれない……

私はお腹
が弱い。
昔から泳ぎがうまくて

海が大好きだった私の父が、
彼にとって最愛の伊豆の浜
でおぼれて死にかけた時、
私は自分と海の関係を再
考せざるをえなかった。

この本に
書かれたいかなることも、ご
家庭で試さないでください。

一
九
七
七
年
の
あ

る
日
、
家
の
階
下

で
右
往
左
往
し
て

い
た
女
た
ち
の
前

に
、
突
然
は
し
ご

が
現
わ
れ
た
。

子
供
の
頃
、
庭

続
き
の
隣
に

住
ん
で
い
た

祖
父
が
よ
く
、

「き
れ
い
な
お

月
様
が
出
て

い
る
か
ら
、
外

に
出
て
見
な

さ
い
」と
、
誘

い
に
来
た
。

九歳で、
夏だった。

私
は
猫
で
あ
る
。

の先住民に伝わるお話です。

生き方がわからない、死に方が分
からないと思い悩む人々よ、あなた
は生きることの何を、死ぬことの何
を、あらかじめ信じていたというのか。

こ
の
物
語
は
、
南
ア
メ
リ
カ

私の夢は、
ドラえもん
をつくるこ
とです。

一
番
多
い
の
は
誰
で
し
ょ
う
。

昔
話
の
登
場
人
物
で



Q,
本のまくらって何？

A,
文章の書き出し部分のことです。

有名な枕ことばといえば…

吾輩は猫である/夏目漱石著 「吾輩は猫である。名前はまだない。」
走れメロス/太宰治 「メロスは激怒した。」

など。
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本の書き出し（まくら）から、本の中身を想像して
あなたが選ぶ素敵な物語をみつけてみませんか？


